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152特集生涯学習と公共性

l .アメリカの博物館と評価

日本で我々が一般的に「評価」という言葉を用いるように，アメリカでは
「エバリュエーション」(evaluation)という言葉を用いるようである。博物
館の世界では，「エバリュエーション」は展示やその他の教育う。ログラムを評
価する，いわゆる事業評価を指して用いるのが一般的である。
博物館の諸機能の中でもとくに教育機能を重視するアメリカでは,1920年
代頃から来館者に焦点をあてた研究が行われてきた。l970年代には統計的デ
ータの収集が盛んになり，来館者に関する様々なデータを教育プログラムの
向上のために活用する方法が模索された。そして，学校教育の分野における
評価論の影響を受けながら，３種類の評価方法が定着するに至った。すなわ
ち,事前評価(front-endevaluation),形成的評価(formativeevaluation),
総括的評価(summativeevaluation)の３つである。これらは教育プログラ
ムの企画・開発から実施に至る作業の流れに対応しており（図l),プログラ
ムの目標を達成するための様々な意思決定に必要な情報を提供するとともに，
最終的には目標達成の度合いやプログラムの有効性の判定に用いられる(3)。

『̅ ̅̅ ̅̅ ̅̅ ̅̅ ｡...̅ ̅̅ .̅.̅ ..-Ｉアイディア｜
，___________________｜

事前評価(front-endevaluation)

Ｆ冒夛三万可’
形成的評価(formativeevaluation)

↓
総括的評価(summativeevaluation)

図ｌ教育う°ログラムの流れと評価の種類
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やアウトカムが存在する可能性を指摘している。例えば，ガードナーの多重
知能の理論を引き合いに出して，この理論が来館者研究の分野では大いに活
用されているにもかかわらず，古典的な評価モデルでは，ゴールは言語的知
性と論理・数学的知性だけ（すなわち，言葉と数字だけ）によって規定され
ているため，他の知性の観点からアウトカムを観察することができない状態
になっているという。

（４）ゴールを定めず行動することの意義
さらに,Roundsは第五の「ゴールがあるのかもしれないが，はっきりと表

現できない場合」や第六の「新しいゴールを発見する必要がある場合」を想
定し，ゴールを定めず行動することの意義を説く。
将来のことを予測するのは難しく，我々はいつも判断に迷っているのが実
情である。古典的な評価モデルのもとでは，ゴールが特定できないために行
動できなくなってしまったり，あるいは，とりあえず思いついた貧弱なゴー
ルに即して結果を評価するよう求められるため，もっと大切なアウトカムの
存在を見逃す可能性があるという。良い結果が得られ得ると直感的に感じる
ことについては，ゴールを明確に表現できなくとも，とにかく行動して結果
を後から解釈するしかないのではないか，とRoundsは問いかける。
また，現実問題として，既存のゴールは絶え間のない変化にさらされてい
る。古典的な評価モデルの下では，合理的なゴールを掲げにくい行動一そ
れゆえに新しいゴールの発見に結びつくかもしれない行動が制約されてしま
うため，博物館にとっては大きな問題である，というのがRoundsの主張であ
る。
Roundsは，資金調達との関係などからアウトカム評価の要求を退けること
は現状では困難であると認識している。せめて，アウトカム評価が正しく機
能する条件を理解し，条件が揃わない場合には，既存のゴールの達成に関す
る評価よりも，新しいゴールの発見を促進するような評価のために努力を尽
くしてほしいと述べて論文を締めくくっている。
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博物館における評価-Rounds論文の検討163

５．おわりに

Roundsが批判したのは，本人が二度にわたって述べているように，展示に
関する旧来の総括的評価のモデルである。目的が定まっていて，それを達成
するためにアクションが選択されるという暗黙の前提を彼は徹底的に疑った
わけであるが，他の種類の評価に向けて同じ疑問を発することもあながち不
可能ではないだろう。
先述したアメリカの博物館における評価の状況を考えると，複数の方法が
存在しているとはいえ，例えば,GPRAによって義務づけられた戦略計画の策
定では，ミッションを起点として長期的ゴールや戦略が定め，アウトカムを
測定することとなっている。あるいは，博物館協会の基準認定では，使命や目
標をどの程度達成できているかという観点から，自己評価とビア・レビューが
行われる。使命が複数のゴールへとブレイクダウンされ，それぞれについて
達成状況が定量的に測定されるという構造を持つものについては,Roundsの
指摘を適用する余地はあるだろう。
また，ミッションやゴールや計画など，自らが設定した目的に即して結果
を論じるという構造に，アメリカ的なフェア・う．レーの精神を見ることもで
きるが，公的資金の提供に対しては，やはり，対社会的な価値の証明が必要
である。博物館が行政サービスの一部となっている日本の状況の是非は別と
しても，公的な資金を受けている施設には，一定程度のフォーマルな評価が
必要なのであり，その場合の評価のスタイルは,Roundsが指摘するように多
くの問題を孕んでいるとしても，施設が自ら設定した目的に即したものとな
るのが妥当なところであろう。
とはいえ，ただ説明すればよい，効果が証明できればよい，ということで

はないはずである。人々に理解し，実感してもらってはじめて説明責任を果
たしたことになる。日本の国立の博物館施設８館は平成l3年度から独立行政
法人に移行し，文部科学大臣が示した中期目標を達成するために，中期計画
を策定し，年度ごとに達成状況についての評価を受けることとなっている。
目標がブレイクダウンされていく構造からすると,Roundsの指摘に沿って検
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証を試みることは可能かもしれない｡また,この独立行政法人の評価制度は，
評価の客観的かつ厳正な実施を確保することが重要するものであるが(18),評
価の最終的な目的がどこにあるのか，それによって国民に対する説明責任を
果たすことができるのかどうか,この点についてはRoundsの主張に反するが，
目的の明確化が望まれるところである。

＜注＞
(１)例えば日本博物館協会の機関誌「博物館研究」は2003年５月に博物館の評価に
関する特集号を組んでいるが，そこで紹介されている実践事例は施設の事情によ
って様々に異なっており，日本の博物館評価がまだ試行錯誤の段階にあることを

、示している。
(２)Rounds,J.,"s【"℃/bﾉ･伽s【"､e:〃"posea〃〃肋/"s/"ele/"ガノ啄exb/〃〃”易
In′伽Se""""Jul/Aug,2001,pp.43-45,66-67,70-71.

（３）教育プログラムの評価については守井典子「博物館における評価に関する基礎
研究｣(『日本ミュージアム･マネージメント学会研究紀要』創刊号,1997,pp.31-40)
において整理を行っている。

(４)２００２年にアメリカ博物館協会が行った調査の結果によると，連邦政府や州，
郡，市といった政府によって設置・管理されている博物館は全体の約２３．６％で
あるが，その大半は，組織内部に財団法人やNPOを抱える形態になっており，完
全に政府によって運営されているものは少ないという。この調査結果の概要は，
Piasecki,J.，伽ﾉsefws/〃ん"e"ca,In/C〃舵陥ｓｂｎｏ、５５,２００２,p､８に報告
されている。詳細な報告書も出版された。AAM,"selw〃"a"c/a//"んﾉ妬〃“
AAM,2003。

（５）４"""/"/､んﾉw"ceP/a"Fｿ伽２んＦＪｅ〃も〃o"焔〃oﾉ7a/Ex""s/o"舵"0〃a/：
仇加6e/･j ,州ﾉ-JMfembe""2002.

（６）事業の概略については以下で紹介している。博物館基準研究会「博物館の基準
をめぐる考察：イギリス，アメリカの取り組みから」（『博物館研究』vol､34,n0.9,
1999,pp.12-16),および守井典子「アメリカ博物館協会による基準認定事業につ
いて」（博物館基準研究会『博物館基準に関する基礎研究』1999,pp.84-93)｡

（７）例えばAAMは，修復家やレジストラー，司書，会計担当者など，博物館運営に
関わる各種専門家の団体が定めている倫理規定を網羅した冊子を編集・出版して
いる。AAM,〃伽so/、β幼/“ａ"〃乃召c"ceo/'〃＃e'esr加舳ﾉselmsb2000o収
録されている専門団体の数は６０を超える。
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